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ジュニアテニス選手の心理的適性検査の作成
海野孝
緒ロ
スポーツ選手が高い水準のスポーツ活動を遂行するためには，体格や器官の機能や運動能力などの
身体的要素が優れているだけでなく，心理的要素が優れていることも必要である。海野・落合（1987）
は，わが国一流競技者を対象にした調査結果より，試合における「心．技．体」の重要性については
心理面を最も高く評価しているにもかかわらず，日常のトレーニングの実施度となると心理面が最も
低いことを報告している。体力や技術といった身体的側面と比較して，心理面の強化なり指導が効果
的になされていない理由としては，メンタルトレーニングの研究の歴史が浅く一般に普及していない
こと（松田ら1986）８)，また，選手の心理的特性を測定するための有効なテストが十分に開発さ
れていないことがあげられる。
従来，スポーツ選手の心理的適性に関する研究は，主として知的特性や性格特性などの限られた側
面について，しかも，競技場面とは直接関係しない日常生活場面に関する質問項目からなる一般的な
性格検査（ＹＱＭＰＩ，ＣＰＩなど）が使用されてきた。しかしながら，近年，スポーツ競技とい
う特殊な場面における競技者の行動を予測するためには，一般的な』性格テストでは限界があるという
考え方が主流になってきた。このような立場から，松田ら（1981,1982）６）７）は，スポーツ選手の
心理的適性検査として’スポーツ場面における質問項目からなる競技動機診断テストＴＳＭＩ（Taikyo
SportMotivationInventory）を作成している。
さらに最近では，スポーツの種目別特殊性を踏まえたテストの開発が望まれている。スポーツ全般
の場面のテストよりも特定のスポーツ種目に関する質問項目で構成されたテストのほうが，テストと
しての妥当性や信頼性力塙<なることが期待されるからである。
そこで本研究では，テニスという一つのスポーツ種目に的をしぼり，特にジュニア選手の心理的適
性を測定するための質問紙テスト（ＴＡＩ－Ｊ）を作成し，このテストの有効性を検討することにし
た。
本研究の具体的な目的は以下のとおりである。
１）テニス選手として成功するために必要な心理的特性を文献によって明らかにする。
２）それらの特性を測定する質問項目を収集し，質問紙テスト第１次案を作成する。
２】
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３）コーチに対する調査と選手に対するテストを実施し，そのデータに基づいて項目分析，因子分
析を行い，テストを構成する尺度や項目を明確にする。
4）熟練度の異なるグループの尺度得点を比較し，テストの弁別力を検討する。
5）作成されたテストの質問票，回答用紙，採点用紙，段階点による評価基準を示す。
方法
１．質問項目の収集・整理
海野（1990）３）は，世界のトップ選手として活躍しているテニス選手が持っている，あるいは彼
らがジュニア時代に持っていた心理的特徴について文献研究及びコーチとの面接調査を行い，テニス
選手に必要な心理的資質としては，試合での成功に必要な資質だけでなく，途中で挫折することなく
練習に取り組むための資質があると報告している。そして，前者としては，ストレス耐性，ゲームセ
ンス，自制心，成功への意志，闘志，負けず嫌いを，後者としては，テニス好き，目標達成への努力，
高い要求水準を，また，両者に共通すろものして集中力，自信をあげている。
これらの心理的特徴の他に，競技意欲に関するテストであるＴＳＭＩ（松田ら1981,1982）６）７】
及びチャンピオンの特性に関するテストであるＣＣＣ（Rushalll983）12)の中から重要と思われる
内容をとりあげ，第１次案の質問項目を収集した。
表１ＴＡＩ－Ｊ第１次案の質問項目
１．いつも一本調子の試合しかできないｅ#３
２．ダブルスはパートナーを気にしなければならないので好きでないｅ#３
３．どんなにきつい練習でも、自分が強くなるために必要と感じたらがんばりぬく
４．たとえ練習試合でも負けるのは嫌いだ#２
５．小学校入学前及び低学年の頃の私は､家の中にいるよりも外で体を動かして遊ぶのが好きだった#３
６．決勝戦とか決定戦では、不安や緊張がたかまり、普段のようにプレーできなくなるｅ
７．コーチに叱られても素直に受けとめることができる
８.試合中にどうしたらよいか作戦を考えだすと､あれこれ考えすぎて決断できなくなってしまうｅ#３
９．大切なポイントでミスジャッジがあるとカーッとしてしまい、その後和冷静にプレーできるよう
になるまでに時間がかかるe
lO・自分で満足のいかないプレーがあると納得できるまで練習する
11．テニスは単なる遊びにすぎないと思うｅ
12．試合の途中で負けそうになっても、最後まであきらめないで勝つために努力し続ける
13．練習計画を立てても実行できないことが多いｅ#3
14．私の基礎技術にはこれといった欠点がない
15．試合が近づくと､お腹の具合が悪くなったい筋肉に痛みを感じる､などの症状がよく現れるｅ#３
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16．テニスに真面目な友達が好きだ#3
17．その日のコートの状態、太陽、風などを考慮してプレーする
18．思い通りにプレーできなくなると気が転倒して、なにがなんだかわけが分からなくなるｅ
19．テニスが好きで好きでたまらない
20．将来、日本の、あるいは世界の一流プレーヤになりたいという夢をもっている
21．友達に遊びに誘われたり他にやりたいことがあっても、まずはテニスの練習を優先する
22．人生は、努力することやベストをつくすことに価値があると思う
23．タイブレークのゲームでプレーするときの緊張感が好きだ
24．テニス以外のことでは、私の両親は私を甘やかしていると思うｅ#3
25．自分の現在の力を知っているので、試合では自分のできる範囲で配球を組立て、ミスを少なくし
ながら攻めるようにする
26．風や太陽やコートの状態が悪いときは、それが気になってプレーに集中できないｅ
27．弱い相手よりも強い相手ほどやる気が出て、いいプレーができる
28．コーチからアドバイスを受けるとやる気がでる
29．自分の調子が悪いときには、悪いなりに配球やポジションを工夫して勝とうとする
30．テニスをときどきつまらないと思うことがあるｅ
31．普通は取れそうもないと思われるポールに対しても、一生懸命走って追いつき、しかもこれを逆
転のエースをねらって打ち返すプレーが得意だ
32．普段から睡眠、食事などに気をつけて、規則正しい生活をしている#3
33．テニスに限らず、たいていの球技は得意だ
34．私は、たいていのテニス友達から好かれている
35．自分で試合中に対戦相手の弱点を見つけることができる
36.6-1,0-6,1-6のような信じられない試合展開をするｅ#3
37．試合に負けた後はがっかりして、しばらくの間テニスから離れたくなるｅ
38．ボレーで打ち合っているときのとっさの反応が早い
39．試合に負けそうになると、両親への言い訳を考えてしまうｅ#2
40．対戦相手の特徴に応じて配球やポジションを工夫することができる
41.0-40,15-40からでも、そのゲームをばん回して取ることがある
42．いろいろなことを知りたくてテニスの本や雑誌をよく読む
43．私の長所を順調に伸ばすことができれば、それは将来、一流選手のレベルでも通用する武器にな
ると思う
44．試合中に負けそうになると､終わってからまわりの人達になんて言い訳しようか､考えてしまうｅ
45．遠征先の初めての試合会場でも、とくに神経質にならずにプレーできる
46．自分のミスショットの原因について、コーチに尋ねるようにしている#3
47．ラリー中に対戦相手の予測の逆をつくショットが打てる
４８．－度ダブルフォールトをするとまたやりそうで気になって仕方がなくなるｅ
49．試合では、たとえ自分より実力が上の選手と対戦するときでも、「絶対勝ちたい」という気持ち
に追い込む
50．通常の練習時間以外にも自主的に練習する
51．デュースにもつれたゲームの勝率はよいほうだ
52．ダブルスのパートナーをはじめテニス友達に対しては、いつも思いやりをもって接している
53．試合中に対戦相手の心理状態の変化に気づくことができ､そのチャンスをものにしようとしている
54．試合中、たとえ気が転倒したり不安になっても、比較的早く立ち直ることができる
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55．試合に負けた後はその試合を冷静に振り返り、自分の練習課題を見つけだすようにしている
56．私の両親は、私がいいプレーをしたときは、たとえその試合に負けてもそれなりに内容を評価し
てくれる
57.ポイントスコアによって、サーブやサーブリターンの打つ方向を変えている
58．まわりにいる人達が喜ぶのでテニスをやっているが、私自身はそれほどテニスが好きでないｅ#2
59．どんな大会でも、できるだけ上位に進出したいという欲をもって挑戦する
60．その練習の目的なり自分の課題を意識して練習に取り組んでいる
61．普通の友達に比べて、私はテニスの上達がとても早いほうだ
62．まわりの人から私は、「テニスをしているときの目つきが鋭い」とよく言われる
63.たとえ試合前に緊張していても、試合がi始まれば落ち着いてプレーできる
64．自分はコーチから好かれるタイプだと思う#1
65．試合の流れの中でここが重要というポイントやゲームを把握できる
66．テニスを通じて自分の可能性に挑戦することに価値を感じる
67．自分より実力がかなり上の選手との試合では、始めから、あるいは途中でスコアをリードされる
とやる気を失ってしまうことが多いｅ
68.負けた試合の最大の原因は、自分の実力がたりなかったからで練習に取り組むしかないと思う
69．学業や仕事など、生活のあらゆる面での努力がテニスに通ずろと思う
70．高い打点で強打するストロークやオーバーヘッドスマッシュが得意だ
71．試合に負けた後は、なにかと言い訳をしてしまうｅ
72．周囲が注目するような大試合になるほど闘志がわき、いいプレーができる
73．他のプレーヤーと一緒に生活しながら行う合宿練習は嫌いだｅ#3
74．両親とテニスの話をよくする
75．ここという大切なポイントでは、どうプレーするか、あらかじめ単純な作戦を立てるようにして
いる
76．弱気になっている自分に気づいたら、積極的な気持ちにきりかえるようにしている
77.な'こかの都合でテニスができない日は、とても残念に思う
78．誰もがもう負けるだろうと思っていたスコアから逆転勝ちすることがある
79．私は試合に負けた原因を、ミスジャッジ、コートコンディションの悪さ、対戦相手のマナーの悪
さ、運のなさ、などと受けとめることが多いｅ
80．故障も少なく、翌日に疲れを残すことも少なく、身体や体力には自信がある#3
81．テニスをしているのに、テニス以外のことを考えながらポールを打っていることがあるｅ
82．練習のときよりも試合のほうがやる気が出て、いいプレーができる
83．プレッシャーのかかる場面では、とかく不安になり、ミスをしがちだｅ
84．コーチが他の人に代わってほしいと思うことがよくあるｅ
85．チームの規則は忠実に守っている
86．テニスのこととなると私の記'億力はとても優れていて、自分のことながら感心するほどだ
87．テニスで一生懸命努力している自分が好きだ
88．試合で活躍して、自分の名前を雑誌、新聞、テレビなどに出したい
89．疲労していても勝つための努力を続ける
90．器用さが要求されるハーフポレー、ドロップショット、ロブなどが得意だ
91．ビデオを使って一流選手のプレーを研究したり、自分のプレーを分析したりする
92．試合中は、人が自分のプレーをどう思うか、気にかかるｅ#3
93．観衆が多いとドキドキして、手足が思うように動かなくなり、動作がぎこちなくなるｅ
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94．私の両親は、私のテニスにほとんど関心を持っていないｅ
95．自分より実力が下の相手には油断や同情をしがちで、取りこぼしをすることがよくあるｅ
96．試合の当日は、食事、会場への到着時刻、ウオームアップ、などの準備に万全を期すようにして
いる
97．友達と遊んでいるときに、私は遊び方をいろいろ工夫しようとする
98．コートでの練習以外にも、素振りをしたり、自分のプレーを頭の中に思い浮かべて（イメージを
通じて）練習する
99．試合中は緊張感を保ってプレーに集中するが、試合後は素早く気持ちをきりかえてリラックスす
ることができる#３
１００.せり合って終盤を迎えたとき、「ここまでやれば誰にも文句を言われないだろう、もう負けても
いい」と思うことがあるe
lol・日常の生活場面でなにか足りない物があるとき、代用できる物を見つけだすのが得意だ
102.他のスポーツはともかくテニスなら、これからの努力次第で一流選手になれる素質が自分にはあ
ると思う
注）ｅ：逆転項目＃１：コーチによる評定の結果，除外された項目
＃２：項目得点の分布の結果，除外された項目＃３：因子分析の結果，除外された項目
これらは，「テニス好き゛熱中．価値感・上昇志向」１０項目，「目標達成への努力．練習実施．困
難や失敗克服・研究心」１６項目，「体力や技術や将来性についての自信」１０項目，「勝利や成功への
意志．闘志」１４項目，「集中力・自制心」１３項目，「ストレス耐性」９項目，ｒゲームセンス．戦術
．頭の良さ」１５項目，「コーチや友人や両親との関係」１５項目の計102項目であった。
なお，競技力とは直接的な関連がないと思われる人間関係に関する項目を含んだのは，ジュニア選
手が長期にわたって競技生活を続けていく上で重要と考えたからである。ちなみに，ＴＳＭＩの中に
は，「コーチの受容性」と「コーチ不適応」の尺度が含まれており，ＣＣＣの中にも「コーチとの関
係」と「他の競技者との関係」が含まれている。また，海野（1990）３）の研究においても，いく人
かのコーチから，ジュニア選手に対する両親の養育態度がその選手の将来』性に重要な影響を及ぼして
いるとの指摘があったと報告されている。
2．調査対象
た回答用紙の中から，記載漏れ，大会出場経験無しなどを除き，分析対象となった対象者回収され
数は選手877名，コーチ80名であり，その内訳は次のとおりであった｡
①市町村，県，もしくは地域大会に出場経験のある中学生360名（男子203名，女子157名），高
校生377名（男子162名，女子215名）の計737名（男子365名，女子372名）。テニス経験年数：Ｍ
＝２０９ ＳＤ＝１．２１，Ｒ＝８
もしくは国際大会に出場経験のある中学生69名（男子29名，女子40名），高校生71名（男
女子30名）の計140名（男子70名，女子70名）。テニス経験年数：Ｍ＝5.33,ｓD＝2.35,
②全国
子41名，
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Ｒ＝１０
③中学生もしくは高校生にテニスを指導している学校テニス部のコーチ38名（男子37名，女子1
名），民間テニスクラブもしくはテニス協会のコーチ42名（男子38名，女子４名）の計80名（男
子75名，女子５名）。
３．調査内容
（１）選手に対するテスト
選手に対して実施したＴＡＩ－Ｊ第１次案の質問項目を表１に示した。質問項|]は，想定した尺度
に関してランダムに配置されている。また，102項目の内，想定した尺度に対して逆の内容を示す逆
転項目が30項目含まれている。選手には，それぞれの内容が自分に該当するか否かを，「よくあては
まる」「ややあてはまる」「あまりあてはまらない」「まったくあてはまらない」の４評定段階で回
答させた。
（２）コーチに対する調査
コーチには，これらの質問項目を，想定した尺度別にまとめて配置した質問票を別途作成した。そ
して,,それぞれの心理的特徴がジュニア選手の素質や将来性を評価する立場から，次のいずれに該当
するかを回答させた。
「小・中学校期もしくは経験の浅い段階から身につけておいてほしい特徴である」
「最初はともかく，高校期には身につけてほしい特徴である」
「大学・社会人期で身につければよい特徴で，ジュニア時代の将来性とか素質の評価にはあまり関
係がない」
「そもそも一流のテニス選手として必要な特徴ではない」
結果及び考察
１．項目分析
（１）コーチによる各評定の出現率
表２は，各項目に対するコーチによる各評定の出現率を示したものである。なお，調査用紙には記
入上の注意事項として逆転項目についての説明がされていたが，明らかに理解不足とみなされる回答
があったため，これらを逆転項lijの分析対象から除いて処理した。
すべての項目が「小・中学校期から必要」もしくは「高校期には必要」に最大値があり，第１次案
で作成した102項目のすべてが，大半のコーチから，ジュニア選手の将来性の評価に重要な心理的特
徴であると考えられていることが明らかにされた。
BZF8
「一流の選手には必要でない」の値は，９６項目が10％未満の低い値を示したが，No.64の１項目だ
けは38.8％と突出して高い値を示した。従ってこの項目は，この段階で不適切な項目として除外する
ことにした。
表２各質問項目に対するコーチの評定
各回答の出現率(％） 各回答の出現率(％〕項 対頗
者
数
項 対象
者
数
｜｜『『｛】『 小・中学校
期から必要
高校期には
必要
大学・社会
人期でよい
小・中学校
期から必要
高校期には
必要
大学・社会一流選手に
必要でない
一流選手に
N、MＦ 人期でよい 必要でない
4２．１１５０．９ 3.5 3.5 5２１８０8０１６２．５２６．３１０．０１１５７ ＬＨ
２１５７ 4３－９１４０．４ 7.0 8.8 5３１８０BＯＩ２００５８．８２１．３ 【０
4３．８１５１－ｋ３１８０ ;1.0 、 5４１８０8０１４５－０４５．０Ⅱ１０－０ ０
BfZ１．５１３０．０４１，０ ６．K’ 1.Ｋ 5５１８０8０１１８．８７３.[８ 6兆 1.%
BＢＢ ５－０司ＩＭＯ ０ ６．月 5６１８０8０１８３．８ 7.5 0 8Ｍ８
６１５７ 5０．９１４３－９ 5.3 Ⅱ 5７１８０8０１３１．３１５７．５１１１－３ ０
７１８０ 7３．８ＩＩ８－Ｒ 5１０ ２．Ｆ 5８１５７5７１１５９．６１２６．３ 7-0 7.m
８１５７ 2２．８１７０．２ 5.3 118 誰]１８０8０１４３．８１５５．０ 1.3 0
９１５７ 3８．６１５６．１ 5.3 6０１８０[Ｉ 8０１３３．８１６５.Ｃ Ｌ８ｉ ０
1０１８０ 2７．５１５８．８１１３．８ Ⅱ 6１１８０8０１５５．０１２５．０ 2-5１１７．５
1１１５７ 31.6１５０．９１１２．３ ５．門 6２１８０8０１３６．３１５１ｺ 3.8 ８.[８
1２１８０ 72.5１２２．５ 5.0 １０ ６３１［;、8０１４７．５１４３．８ 8.8 ０
1３１５７ 2１．１１７０．２ ８.[； １０ 6４１１８０8０１４１．３１１１５．０ 5．０１３８．８４
１４ＩＭＯ 3２．５１３１．３１２７．５ 8.8 ６５１［8Ｕ０１３０．０１６１－ヨ 8.8 １０
1５１５７ 5６．１１２６．３１１５．８ Ｌｉ８ 6６１８０8０１１５．０１６７－５１１７．５ １０
1６１８０ 4６．３１３５．０ 5．０１１３．８ 6７１５７5７１５２．６４０．４ ＬＲ ５．３
1７１８０ 37.5１５７．５ 5-0 、 ６８１ｍ8０１３７．５１５５．０ nｌＩ ２５
1８１５７ 4０．４１５７－９ ＬＢ U ６９Ｉ８Ｃ8０１２２．５５２．５２１．コ ３．８
1９１８０ 81.3１１６．３ 2.5 ﾛ 7０１８０8０１４６－３１４６．３ 6.ｋ 1月
2０１８０ 66.3１２５．０ 3.8 5.0 7１１５７5７１６４－９１２２．８１１０．５ Ｌｌ８
2１１８０ 22.5１６２．５１１１．３ 318 7２１８０8０１３８．８１５０．０１１０．０ 1.K
2２１８０ 30.01４３．８１２１３ ５.Ｃ 7３１５７5７１５６．１１２９．８ 7.【０ 7-0
2３１８０ 37.5１４０．０１１６．３ 6.16 7４１８０8０１７７．５ ８．１８ 【Ｉ 1３．８
2４１５７ 68.4１１９．３ 0１ 12.％ 7５１８０8０１３６．３１４６．３１１６．３ 1.KＩ
２５１ＭＩ 25.01４７．５１２７．５ Ｉ 7６１８０8０１４３．８１５０．０ 6.Ｋ Ｉ
2６１５７ 4３．９１５０．９ 1Ｊ； 3.5 7７１１８０BＯＩ５８．８１３１．３１１０．０ 彦０
２７１｝;【０ 50.01３７－５ 3.[８ 8.8 7８１８０8０１６５．０１３２．５ ２．用 Ｌ■■口
2８１８０ 8５．０１１１－３ 【Ｉ 3.8 7９１５７5７１５９．６１３１６ 3.5 5.3
２９１［;【０ 27.5１５６－３１１６コ Ⅲ 剛】’８０8０１４０．０１４７．５ ８１８ ３８
3０１５７ 28.1１４３．９１１５．８１１１２．３ 8１１５７5７１５９．６１３１．６ 7.0 Ｌ８
3１１８０ 37.5ｌ５Ｌ３ ７－用 3.8 8２１８０8０１５６．３１３２．５１１０．０ 1.3
3２１８０ 3８．８１４１．３１２００ Ｉ 8３１５７5７１４０．４１５４－４ ５．円 ､
3３１８０ 8５．０ 7-5 １ 7.5 8４１５７5７４０．４２８．１１７．５14.0
80６０．０３６．３３．８０
８０２６．３４７．５１３．８１２．５
８０３０．０６３．８６．３０
3４１８０ 5２．５１２６．３ 2１－５Ｉ１８－Ｉ８ 8５１８０
3５１８０ 4１．３Ｉ５Ｌ３ ７－円 １０ B６ＩＲＯ
3６１５７ 3５．１１４３．９１１２．３ ８１８ 8７１８０
3７１５７ 3８．６１４３．９l１５－Ｒ 1.8 8８１８０8０１１１８．８１４２－５l２ｑＯ’１８．８
3８１８０ 60.01３６．３ 2.5 1.Ｎ 8９１８０8０１４１．３５２５ ２．Ｆ ３１８
3９１５７ 71.9１１７．５ ｢Ｉ 10.円 ９０１Ｉ８ＩＩ8０１４０．０１４１．３１１６－３ 2５
4011ＭＩ 28.8１６６．３ 5.0 Ｉ ９１１[;、8０１１７．５165.0116-3 1.3
4１１８０ 65.01２７．５ ６．３ ０ 9２１５７5７１５４．４２ａｌｌ２－３ ５．３
4２１１８０ 22.5１５２．５｝２１．３ ３.Ｉ； 9３１５７5７１５７．９135.1 ７－０ ０
4３１８０ 35.01５７．５ ５．０ ２．５ 9４１５７5７１７３．７ 5.月 ７．０１１４.【Ｉ
4４１５７ 66.7１２４．６ 7.0 lＲ 9５１５７5７１４０．４１５２．６ 3.5 3.5
4５１８０ ;::！’鑑｜’::Ｉ ０ 9６１１８０8０１55.0４３．８ 1.N 、4６１８０ ２５ 9７１８０8０１８２．５ 7.5 3１８ 6.3
4７１８０ :;:：｜瀧 8Ｊ； 1.3 9８１８０ＭＩｊｌ:；｜霊：｜揺 ｢0１4８１５７ 1.8 1.8 9９１８０ 【Ｉ
4９１８０ 4３．８１４７．５ ７.席 1.8 【IＩ０Ｉ５７5７１４９．１３８．６ 7.0 5.3
5０１８０ 蓋ｉｌｉ認｜］霊 ０ 1０１１８０8０１５７５２６．m ７．５ ８－１８5１１８０ 、 1０２１８０8０１３５．０１４７．５ ８１８ 8.8
注）＃：この段階で除外された項目エエノ冊・～qひ帽叉I眉｢~ご朧ﾂ1．ごＪＩＬ左４日白
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●
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巳
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曰
●
●
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１
０
０
１
８
０
７
０
０
７
８
０
８
０
０
５
２
３
１
１
１
７
３
１
０
０
０
５
３
１
１
０
４
０
２
０
８
３
２
１
５
０
４
３
０
６
０
０
５
８
８
１
３
１
１
１
１
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（２）「選手」による回答の項目得点の分布
表３は，選手による回答に対して「よくあてはまる」から「まったくあてはまらない」の順に３～
０点を与え（ただし，逆転項目には０～３点），その各項目得点の平均（Ｍ），標準偏差（SD），
及び歪度（SK）を算出した結果を示したものである。
項目得点の分布としては，個人差の識別ができるようSDの値が大きく，また著しく分布に偏りが
ないようＭの値がＬ５に近く，ＳＫが０に近い値が望ましい。そこで，ここではlSKl≧1.5を基準とし
て設定した結果，No.４，３９，５８の３項目が不適切な項目として除外された。
表３各項目得点の平均(M)，標準偏差(SD)及び歪度(SK）
項目NｏＬＭ SID ＮｉｌSＤＳＫ項目NｑＭＳＤＳＫ項目NDM
1.758
1.287
1.959
1.304
2.154
1.434
1.506
2.108
1.797
1.197
2.063
1.560
1.664
1.636
1.132
1.863
1.933
1.151
Ｌ９０８
１Ｂ１４
Ｌ８７５
Ｌ２１０
Ｌ１９７
１,296
1.464
Ｌ754
1.704
2.006
1.604
1.766
1.860
2.026
1.503
0.998
0.910
0948
0.838
0.915
0.891
1,064
0.886
0.759
0,865
0.828
ｑ814
0.883
0.918
0.875
0.849
0.932
0.744
0.809
4845
1.039
0.831
0.884
0.963
0.895
0.941
1.047
0.965
0.844
0.894
0.860
0.842
0.885
0.828
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５
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７
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９
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２
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０
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１
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０
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３
５
１
０
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１
４
０
０
０
０
２
４
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３
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３
２
４
０
２
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２
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●
●
●
●
●
０
●
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□
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Ｃ
Ｇ
０
０
０
０
Ｄ
Ｂ
０
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０
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０
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０
０
０
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０
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０
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一
一
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一
一
一
一
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一
一
一
一
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９
０
１
２
３
４
５
６
７
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９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
６
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
０
０
０
１
１
１
0.835
0965
0.917
0.822
ｑ７８７
０．８１６
０．７９９
ｑ986
0.978
0`787
0.922
0.884
0.842
0.919
0.748
0.906
0747
0.716
0.861
0.803
0.802
1.037
0,938
0.716
0.708
0.741
0.773
＃
＃
２
１
０
９
５
２
１
７
０
２
９
２
０
４
４
０
２
７
４
３
７
５
０
２
１
２
５
７
６
０
０
１
９
２
０
４
１
３
４
３
７
９
３
０
３
８
６
７
８
３
６
０
１
０
０
２
６
４
６
１
４
０
５
２
０
３
２
４
５
０
２
４
０
０
２
０
０
５
１
２
４
●
０
０
０
■
●
●
０
●
■
■
●
●
◆
●
０
□
●
●
０
■
０
■
Ｂ
■
０
■
０
０
０
０
１
０
０
０
０
１
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
１
１
０
０
一
一
一
一
一一
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一
一
一一
一
一
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１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
３
３
３
３
３
1.310
1.933
2.080
2.623
2.465
1.１３０
１`９５４
Ｌ928
1,482
1,715
2.326
2.259
1.166
0.643
2.252
1.885
1.632
1.342
2.092
1.144
1.794
2.339
1.161
2.196
1．719
1.460
2.165
2,127
1.721
1.600
1.309
1.323
1.804
1.773
0.771
0,966
0.748
0,632
0.838
0.897
0.769
0.847
0.923
0.747
0.772
0.710
0.764
0.753
0.934
0.874
0.881
0.９２３
０`719
1.043
0.911
0702
0.942
0.812
0.831
0.858
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0.781
0.801
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0.926
0.921
0-635
＃
７
２
０
５
３
２
２
０
８
６
１
０
５
３
５
８
４
８
８
０
０
１
９
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４
９
４
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６
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７
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２
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５
５
５
５
５
５
５
５
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1.266
2.520
1,322
1.958
1.578
1.088
2,400
1.543
1.214
1.４３６
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2.005
1`421
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注)N=877,＃:この段階で除外された項目,SK=☆z〔(X4-MySDT
２．因子分析
項目設定段階で想定された因子構成の検証を行うために，各項目をその内容によって，日常・練習
場面に関するもの，試合場面に関するもの，人間関係に関するもの，の３つの領域に分類した上で，
それぞれの領域別に因子分析を行った。これは，項目間の相関係数行列を主因子法で解析して因子を
Bi2U5
抽出し，さらに基準バリマックス法で因子軸を回転させて単純構造を求めるやり方であった。そして，
バリマックス回転後の因子負荷量が0.3以上の値を示した項目に共通する内容を想定しながら各因子
の解釈，命名を行った。
その結果，日常・練習場面に関する35項目からは３因子がihil出され，それぞれ「内発的動機づけ」
「努力゛向上心」「自信」と命名された。試合場面に関する50項目からは４因子が抽出され，「勝利
への闘志」「ゲームセンス」「ストレス耐性」「自己統制力」と命名された。また，人間関係に関す
る13項目からは３因子が抽出され，ｒコーチ受容性」「友人関係の適応」「両親の理解」と命名され
た。なお，これらの10因子の尺度の定義は表４に示したとおりである。
表４ＴＡＩ－Ｊの尺度名とその内容
尺度名 内容
内発的動機づけ｜テニスが心底から好きで，テニスに熱中している傾向
----￣￣￣ロヰー￣■￣￣円円円戸口■■■■■￣￣￣ロ■ロ■ロ■■■￣------￣----■■￣■■■■￣■■－－￣----￣--￣￣￣---------￣ロ■￣--￣￣■再ロ■￣￣■■￣--￣￣￣-----■■￣■■￣■■■■－－－－■■￣■￣■■■￣■￣■毎■■￣■、●■”￣■￣￣卸一幹■■
努力・向上心 努力することに価値があるとする人生観を持ち，自主的に研究
心旺盛に，極めて熱心に練習に取り組んでいる傾向
--－１－－－■－－■－－－-------一分-－－---－－－－－L－－－－－－－－－－－＝--------■1－－－－－－－－～←---■■--白一一一一Ｌ←－b－－－－－.-1－1－－--－－－－－－－－．
自信 自分のテニスの技術や将来性に自信がある傾向
一一一一一■■￣U■Ｕ■＝------0■０■０■０■-----------訂一一一一一一一一一一一一一一一＝‐卓'■0■￣－－－－￣----￣‐‐-------￣-----■■￣■■￣■■---￣--￣■■＝■Ｕ■Ｕ■Ｕ■Ｕ■Ｕ■Ｕ■Ｕ■￣｡■－－－￣￣￣￣￣￣￣￣■￣￣￣￣■■￣￣￣￣￣￣￣－－－￣￣牢
勝利への闘志 強い相手との対戦や，試合中に困難な事態に出会っても，最後
まで諦めずに前向きに挑戦する傾向
一一一一一－－－－－－－－－－－－－－－－－－－」－－－－－－－■－－－－－－－－－－－－－－－－－－．．．．－－－－－－－－－－－－－－－．－－－－－－－－－－－－－－－．－－－－－－－－－－－－．－－－－－－＝マーーーー凸
自然条件，相手の特徴，自分の調子，ゲームの流れなどを把握ゲームセンス
して，それに応じてポジションや配球を工夫する傾向
￣￣－－－￣￣－■■￣￣￣■￣■￣■■■－￣－￣←－－－－－－－－句■_再■￣■－－￣●ぬ、■■■再■■■■■－￣－－－'■■■■－￣－－■ローヰー■、■■U■Ⅱ■■■■■■■■■Ⅱ■Ⅱ■1■■Ⅱ■■■■句■■■■■■－－－－－－－■=■￣￣￣－￣‐■－－■■■■－■￣■￣■－－■■■ロ■－－－■
緊張や不安が起こりがちなプレッシャーのかかる試合や試合中ストレス耐性
の場面でも，普段の実力を発揮できる傾向
￣￣■■■■￣■■■■￣Ⅱ■■■￣■■￣■■￣■■￣■■■￣￣■■■■■■￣￣￣￣￣￣￣コーー￣￣￣￣■■￣■■■■■■■ロロ■■■■■■￣■￣■￣￣■■■■■￣￣￣－－－－－－－－■－－－－－－－－■■■■■■ロ■ロ■ロ■＝＝＝－－－－－■■－－－－－－－－－－－－－－－－＝－－－－－－－－＝－－－－－－－
自己統制力 悪条件下や，自分の思い通りにプレーできなくなったときでも，
集中力を乱したり言い訳や責任転嫁をしたりしない傾向
￣￣---口■■￣￣￣￣￣￣口一一■■■■￣■￣￣￣￣￣ﾛ■￣￣--面司宕一一■■￣再毎●￣￣￣ロ■■■■■■￣￣￣■■■■￣￣￣■---￣￣￣￣＝￣￣■■■■￣■■￣■■￣￣￣￣￣￣￣￣￣－￣￣－－－－■■■■－－－￣－－－－－－－－－－－－－－－■■■■■■■■■■－■■■■■■－－－－■■■－■■－－－－－
コーチ受容性 コーチを信頼しており，コーチの指示を素直に受けとめる傾向
Ｐ－－－－Ｕ■Ⅱ■■■■－－■■■■■功■－■剪呵功一やq■－－－－戸四■的■卸､■､■⑤－⑪－世一吟一一一一一一一一～－－－－－－－■－－－－－－■■U■－－■■､■肉､■■P－－－--｣－－－●_P－－－－__■■ﾛⅡ■■Ⅱ■Ⅱ■Ⅱ■Ⅱ■■－－Ⅱ■I■■■■■■■I■Ⅱ■■－■■■■■■
■
友人関係の適応ｉテニス友達との関係が良好な傾向
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両親の理解 テニスをしている自分に対して両親が暖かく接している傾向
’
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上心１努力することに価値があるとする人生観を持ち，自主
｜心旺盛に，極めて熱心
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ｉ自分のテニスの技術や将来性に自信がある傾
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｜強い相手との対戦や，試合
｜まで諦めずに前向き
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制力｜悪条件下や，自分の思い通りにプレーできなくなったとき
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３．尺度の構成
因子分析の結果を踏まえて，各尺度に含むべき項目の検討を行なった。その際，因子負荷量の大き
さが0.3以上であること，また，各項目の内容と因子の解釈との対応を考慮して，項目の取捨選択を
行なった。
その結果，この段階で，No.１，２，５，８，１３，１５，１６，２４，３２，３６，４６，７３，８０，９２，９９の15項目
が除外され，最終的に83項目が採択された。なお，これらの内，Ｎ０．３，７６，９１，１００の４項目はは２
つの尺度に，また，No.41の１項目は３つの尺度にまたがることになった。表５に，各尺度に含まれ
た項目とその因子負荷量の値を示した。
表５ＴＡＩ－Ｊ各尺度の項目と因子折における因子負荷量
｢内発的動機づけ」尺度の項目(7)
因子負荷量旧No.（新NC） 項目
(26)テニスをときどきつまらないと思うことがあるｅ
(18)テニスが好きで好きでたまらない
(68)なIこかの都合でテニスができない日は、とても残念に思う
（９）テニスは単なる遊びにすぎないと思うｅ
(75)テニスをしているのに、テニス以外のことを考えながらポ
ールを打っていることがあるｅ
（２）どんなにきつい練習でも、自分が強くなるために必要と
感じたらがんばりぬく
(63)試合に負けた後はがっかりして、しばらくの間テニスから
離れたくなるｅ
0.513
0.495
0.446
0.410
0.375
一
■
●
□
■
■
（皿叩））（叩】二）【》夕〃□。『□日日《『■■ロー
（叩へ］》｜『０５，－［〉“〃。『０００｛（叩）（〕
0.374３
0.33237.
｢努力・向上心」尺度の項目(14）
因子負荷量旧No.（新NC） 項目
(60)テニスを通じて自分の可能性に挑戦することに価値を感じる
(76)テニスで一生懸命努力している自分が好きだ
(69)学業や仕事など、生活のあらゆる面での努力がテニスに
通ずろと思う
(53)その練習の目的なり自分の課題を意識して練習に．
取り組んでいる
(27)人生は、努力することやベストをつくすことに価値がある
と思う
(47)試合に負けた後はその試合を冷静に振り返り、自分の
0.580
0.541
0.523
０
Ⅱ
９
６
８
６
0.49560.
0.49022.
０４８０顕$
227
練習課題を見つけだすようにしている
98．（82)コートでの練習以外にも、素振りをしたり、自分のプレー
を頭の中に思い浮かべて（イメージを通じて）練習する
10．（10)自分で満足のいかないプレーがあると納得できるまで練習
する
21．（19)友達に遊びに誘われたり他にやりたいことがあっても、
まずはテニスの練習を優先する
３．（２）どんなにきつい練習でも、自分が強くなるために必要と
感じたらがんばりぬく
42．（34)いろいろなことを知りたくてテニスの本や雑誌をよく読む
91．（77)ビデオを使って一流選手のプレーを研究したり、自分の
プレーを分析したりする
68．（64)負けた試合の最大の原因は、自分の実力がたりなかった
からで練習に取り組むしかしかないと思う
50．（42)通常の練習時間以外にも自主的に練習する
０．４６１
０３７２
０－３５８
0.357
0.344
0.326
0３２３
０．３０７
｢自信」尺度の項目(12）
旧No.（新NC） 項目 因子負荷量
43．（35)私の長所を順調に伸ばすことができれば、それは将来、
一流選手のレベルでも通用する武器になると思う
102．（81)他のスポーツはともかくテニスなら、これからの努力
次第で一流選手になれる素質が自分にはあると思う
20．（11)将来、日本の、あるいは世界の一流プレーヤになりたい
という夢をもっている
61．（43)普通の友達に比べて、私はテニスの上達がとても早いほうだ
70．（54)高い打点で強打するストロークやオーバーヘッド
スマッシュが得意だ
90．（70)器用さが要求されるハーフポレー、ドロップショット、
ロブなどが得意だ
38．（28)ボレーで打ち合っているときのとっさの反応が早い
88．（61)試合で活躍して、自分の名前を雑誌、新聞、テレビなど
に出したい
33．（20)テニスに限らず、たいていの球技は得意だ
91．（77)ビデオを使って一流選手のプレーを研究したり、自分の
プレーを分析したりする
62．（48)まわりの人から私は、「テニスをしているときの目つき
が鋭い」とよく言われる
14.（３）私の基礎技術にはこれといった欠点がない
０７０６
0.70］
0-610
0.600
0.577
0.538
0.508
0.488
0.445
0.439
0.437
0.427
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｢勝利への闘志」尺度の項目(9)
因子負荷量旧No.（新NC） 項目
49．（29)試合では、たとえ自分より実力が上の選手と対戦するときで
も、「絶対勝ちたい」という気持ちに追い込む
59．（36)どんな大会でも、できるだけ上位に進出したいという欲を
もって挑戦する
89．（71)疲労していても勝つための努力を続ける
12.（４）試合の途中で負けそうになっても、最後まであきらめないで
勝つために努力し続ける
27．（12)弱い相手よりも強い相手ほどやる気が出て、いいプレーが
できる
76．（56)弱気になっている自分に気づいたら、積極的な気持ちにきり
かえるようにしている
100．（78)せり合って終盤を迎えたとき、「ここまでやれば誰にも文句
を言われないだろう、もう負けてもいい」と思うことがあるｅ
41．（21)0-40,15-40からでも、そのゲームをばん回して取ること
がある
67．（55)自分より実力がかなり上の選手との試合では、始めから、
あるいは途中でスコアをリードされるとやる気を失って
しまうことが多いｅ
0６２０
０５８４
0.481
0.411
0.397
0-378
0.358
O_難Ⅲ§
0.347
rゲームセンス」尺度の項目(19）
因子負荷量旧No.（新NC） 項目
40．（25)対戦相手の特徴に応じて配球やポジションをエ夫
することができる
75．（52)ここという大切なポイントでは、どうプレーするか、
あらかじめ単純な作戦を立てるようにしている
35．（22)自分で試合中に対戦相手の弱点を見つけることができる
57．（46)ポイントスコアによって、サーブやサーブリターンの
打つ方向を変えている
29．（13)自分の調子が悪いときには、悪いなりに配球や
ポジションを工夫して勝とうとする
47．（33)ラリー中に対戦相手の予測の逆をつくショットが打てる
65．（49)試合の流れの中でここが重要というポイントやゲーム
を把握できる
53．（41)試合中に対戦相手の心理状態の変化に気づくことができ、
そのチャンスを《)のにしようとしている
17.（１）その日のコートの状態、太陽、風などを考慮してプレー
0．５９０
0.560
0.545
0.545
0-531
0.513
0-504
0.474
０４６３
BHF９
する
86．（65)テニスのこととなると私の記憶力はとても優れていて、0.457
自分のことながら感心するほどだ
101．（83)日常の生活場面でなにか足りない物があるとき、代用0.434
できる物を見つけだすのが得意だ
31．（17)普通は取れそうもないと思われるポールに対しても、０．４２５
－生懸命走って追いつき、しかもこれを逆転のエース
をねらって打ち返すプレーが得意だ
78．（62)誰もがもう負けるだろうと思っていたスコアから逆転0.415
勝ちすることがある
41．（21)0-40,15-40からでも、そのゲームをばん回して取ることがある0.410
76．（56)弱気になっている自分に気づいたら、積極的な気持ちに0.389
きりかえるようにしている
97．（79)友達と遊んでいるときに、私は遊び方をいろいろ工夫0.382
しようとする
51．（37)デュースにもつれたゲームの勝率はよいほうだ0.371
96．（72)試合の当日は、食事、会場への到着時刻、ウオームアップ0.354
などの準備に万全を期すようにしている
25.（８）自分の現在の力を知っているので、試合では自分のできる0.319
範囲で配球を組立て、ミスを少なくしながら攻めるようにする
｢ストレス耐性」尺度の項目(11）
旧No.（新NC） 項目 因子負荷量
93．（80)観衆が多いとドキドキして、手足が思うように動かなくなり、
動作がぎこちなくなるｅ
83．（73)プレッシャーのかかる場面では、とかく不安になり、ミスを
しがちだｅ
63．（50)たとえ試合前に緊張していても、試合が始まれば落ち着いて
プレーできる
６．（５）決勝戦とか決定戦では、不安や緊張力塙まり、普段のように
プレーできなくなるｅ
72．（57)周囲が注目するような大試合になるほど闘志がわき、いい
プレーができる
45．（30)遠征先の初めての試合会場でも、とくに神経質にならずに
プレーできる
82．（66)練習のときよりも試合のほうがやる気が出て、いいプレーが
できる
48．（38)一度ダブルフォールトをすると、またやりそうで気になって
仕方がなくなるｅ
54．（44)試合中、たとえ気が転倒したり不安になっても、比較的早く
0.641
０５９８
0５４３
０５１１
0.508
0-451
0.412
０３５８
０３２６
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立ち直ることができる
(14)タイブレークのゲームでプレーするときの緊張感が好きだ
(21)0-40,15-40からでも、そのゲームをばん回して取ることが
ある
0.319
0.309
23.
41
｢自己統制力」尺度の項目(8)
因子負荷量旧No.（新NC） 項目
71．（39)試合に負けた後は、なにかと言い訳をしてしまうｅｏ､553
44．（31)試合中に負けそうになると、終わってからまわりの人達0.544
になんて言い訳しようか、考えてしまうｅ
79．（58)私は試合に負けた原因を、ミスジャッジ、コートコン0.424
デイションの悪さ、対戦相手のマナーの悪さ、運のなさ、
などと受けとめることが多いｅ
９．（６）大切なポイントでミスジャヅジがあるとカーッとして0.416
しまい、その後、冷静にプレーできるようになるまでに
時間がかかるe
l8．（15)思い通りにプレーできなくなると気が転倒して、なにが ０．４０２
なんだかわけが分からなくなるｅ
95．（74)自分より実力が下の相手には油断や同情をしがちで、0.397
取りこぼしをすることがよくあるｅ
26．（23)風や太陽やコートの状態が悪いときは、それが気に0.317
なってプレーに集中できないe
lOO．（78)せり合って終盤を迎えたとき、「ここまでやれば誰にも文句を0.312
言われないだろう、もう負けてもいい」と思うことがあるｅ
｢コーチ受容性」尺度の項目(3)
因子負荷量旧No.（新NC） 項目
(7)コーチに叱られても素直に受けとめることができる
(32)コーチからアドバイスを受けるとやる気がでる
(51)コーチが1,の人に代わってほしいと思うことがよくあるｅ
0.562
0.535
0.495
Ｏ
Ｂ
▲
［酉”，。。（）’（〕●．ｐ｜抑一一
（⑪一夕幻』（）（〕
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｢友人関係の適応」尺度の項目(3)
因子負荷量旧No.（新NC） 項目
52．（40)ダブルスのパートナーをはじめテニス友達に対しては、
いつも思いやりをもって接している
34．（16)私は、たいていのテニス友達から好かれている
85．（59)チームの規則は忠実に守っている
0.449
0.432
0.377
｢両親の理解」尺度の項目(3)
旧No.（新NC） 因子負荷量項目
(67)私の両親は、私のテニスにほとんど関心を持っていないｅ
(45)両親とテニスの話をよくする
(24)私の両親は、私がいいプレーをしたときは、たとえその
試合に負けてもそれなりに内容を評価してくれる
0.786
0.785
0-537
94.
74.
56.
注）旧No.：第１次案における項目番号，
項目番号，ｅ：逆転項目
新No.：作成されたテストにおける
４．尺度得点の評価基準の設定
次に，各尺度に含まれた項目の合計点を算出し，これを尺度得点とした。各尺度の得点分布は，い
ずれも正規分布に近い分布であった。表６の全体の欄に，被験者全体の尺度得点の平均と標準偏差を
示した。
表６ＴＡＩ－Ｊ尺度得点の全標本及び技能水準別平均（Ｍ）と標準偏差（ＳＤ）
自信
(12）
内発的
動機づけ
（７）
努力・
向上心
（14）
勝利への
闘志
（９）
自己
統制力
（８）
友人側係
の適鵬
（３）
iilij親の
理解
（３）
ゲーム
センス
（19）
ストレス
iiﾅﾄﾞｌｉ
ｕｌ）
コーチ
受容性
（３）
全体
（N=877）
Ｍ１3．５６２５．５５１４．３８１８．９３２９．７７１５．４８１４．４４５．９４５．７１４．６８
s、３．５２６．６７６．７９４．２６８．５９５－５７３７３1７９1４５２５４
全国・国際
大会出場者
（Ｎ=140）
Ｍ１４．００２８．４６１９．４２２０．９４３５．０６18.70１４．３１５．９８６．１６６．６８
s、３．３５６．４５６．１７３．９４８．０７５－６７３．９９１８８１４３２０３
市町村・ﾘMF.Ｍ13.4725.00１３４２18.5528.7614.8614.46５．９４５．６３４．３０
地域大会出場者
（Ｎ=737）Ｓ、３．５５６．５７６．４７４．２１８．３２５．３４３．６８177１４４２４５
有意差ｔ（｡[二875）ＮＳ5.73…10.12…6.23…8.25…7.71…ＮＳＮＳ4.00…10-77…
注）＊**:ｐ＜0.001ＮＳ：有意差なし
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これらの平均と標準偏差の値に基づいて，５段階評定による評価基準を設定した。これが表７であ
る。段階点３は平均点の上下0.5ｓDの区間であり，ここに全データの38％が含まれる。ここから1.OSD
離れた区間の段階点２と４にはそれぞれ24％が，さらに1.OSD離れた区間の段階点１と５にはそれぞ
れ7％含まれることになる。
したがって，表５を用いて各選手の得点を段階点に換算すれば，他のジュニア（中・高校生）テニ
ス選手と比較して各尺度で定義した傾向力塙い（段階点４や５）か低い（段階点２や１）かを評価す
ることができる｡
表７ＴＡＩ－Ｊ各尺度の評価基準
＜段階点＞
＜尺度名＞ １ 豚 ６ ４ ｜■□
1．内発的動機づけ’０－８９～１１１２～１５１６～１８１９～2１
－－－－－－■－－－－－－－－－－－－－■－－■■－－弓一一一一一一■■■■－－－－－－－－－－－－－－－－－■－■－ﾛ･－ﾛ･ﾛ･－－－－－－－－－⑪－－－－の－．，－－－－－－.」－．”仁＝＝－－－－－－．－＝｡。
2．努力・向上心１０～1５１６～2２２３～2８２９～3５３６－４２
､■■q■￣￣￣－１■D￣￣○句一一一一U■￣Ⅱ■■|■■Ⅱ■■ﾛ■￣￣!■､￣￣ヨー■■■■■￣ご■0時一一一一一一一一Ⅱ■■■■￣■■■､｡⑤￣￣￣￣￣-----●■Ⅱ■■Ⅱ■U■U■Ⅱ■I■￣￣￣･￣￣￣￣￣い￣￣缶ｂｅ■い■￣￣￣￣￣----￣￣￣■■■■■
3．自信 0～４５～1０１１～1７１８－２４２５～3６
－－－－－－－－，■－－口■－－－－－■＋■－－－－．－－－－■■■・■－－－－－－－－－－－……■－－－－－－－－■■－－－－－－－－．．．．．．－．．．．．．．－－．t
4．勝利への闘志１０－１２１３～1６１７～2１２２～2５２６－２７
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意な差が認められた。いずれも全国・国際大会出場経験者の得点のIまう力塙〈，本テストの妥当性を
示す結果であるといえる。
一方，「内発的動機づけ」と「自己統制力」の２尺度においては，技能水準の異なる２群間に有意
な差はみられなかった。この原因については今後の研究が必要があるが，現時点では，上位の大会に
進出するようになるにつれてプレッシャー力塙まり，敗戦や失敗に対して防衛機制としての言い訳や
責任転嫁をしたり，思いどおりにいかないときに集中力を乱すようになる選手がいるためと推察され
る。近年，バーンアウトを始めとするジュニア選手の心理的問題が指摘されているが，本研究のこの
結果もジュニア選手に対する指導上の問題を提起しているものと考えられる。
人間関係に関する３尺度では，「コーチ受容性」には有意な差がみられなかったが，「友人関係の
適応」と「両親の理解」で全国・国際大会出場者のほうが有意に高い値を示した。質問項目の収集の
項で述べておいたように，人間関係は競技力には直接的ではないが，競技生活を続けていく上で重要
な要因と考えられる。これらの尺度については，そのような観点から評価していく必要があろう。
６．今後の課題
以上の分析結果に基づいて，ジュニアテニス選手の心理的適性検査ＴＡＩ－Ｊを作成した。採択さ
れた83項目を新たにランダムに配置した質問票を資料１に，回答用紙を資料２に示した。採点と評価
は，資料３に示した採点用紙と，表４の尺度の定義及び表７の評価基準を用いて行うことができる。
本研究の結果より，作成されたＴＡＩ－Ｊは，ジュニアテニス選手の心理的適性を測定するテスト
として有効であることが示唆された。しかし，素質や将来性のテストとしての有効性についての結論
は今後の研究を待たなければならない。予測検査としての妥当性を検討するには，追跡研究によるデー
タの積み重ねが不可欠だからである。また，今後はLieScaleや信頼性の検討を行ったり，発達段階
や経験年数段階に応じた評価基準を作成する必要があるだろう。
本研究では，テニスというひとつ競技種目に的をしぼってテストを作成してきたが，因子分析の結
果得られた尺度については，他のいくつかの競技種目にも適用することができる。ただし，質問項目
は，それぞれのスポーツ種目に即して構成することが望ましい。この点については，たとえば，集中
力と関係する注意様式に関するテストであるＴＡＩＳについて，日常生活の様々な場面の質問項目に
よるＴＡＩＳ（Nidefferl976）１０)よりも，テニスや野球のバッティングといった特定のスポーツ場
面の質問項目によるＴＡＩＳのほうが技能水準による弁別性が高いことが報告されている（Van
SchoyckandGrashal983，杉原と吉田1990,AlbrechtandFeltzl987）Ｍ)13)１)。
なお，本研究では選手に対･する質問紙テストを作成したが，コーチが選手を評定するやり方のテス
トも有効であり，その際にも，本研究で作成された項目なり尺度を役立てることができる。いずれの
やり方にしろ，体力や技能などの身体面の測定も含めて定期的にテストを実施し，その結果を各選手
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に対する指導に役立て，将来性のある選手を養成するという姿勢が重要であろう。
要約
テニス選手の心理的適性を測定するための102項目からなる質問紙テスト第１次案を作成し，これ
を中学・高校テニス選手877名を対象に実施した。そして，コーチ80名を対象にした調査結果も含め
て，項目分析，因子分析，技能水準による弁別性などを検討した。主な結果は次のとおりである。
１）コーチによる評定及び選手による項目得点の分布に基づいて項目分析を行った結果，この段階
で４項目が除外された。
２）因子分析によって抽出された因子を解釈した結果，次のように命名された。
１．内発的動機づけ２．努力〃向上心
３．自信４．勝利への闘志
５．ゲームセンス６．ストレス耐性
７．自己統制力８．コーチ受容性
９．友人関係の適応１０．両親の理解
３）因子分析の結果に基づいて各尺度に含むべき項目の取捨選択を行なった結果，この段階で15項
目が除外され，最終的に83項目が採択された。
４）該当する項目の合計点による尺度得点は，いずれも正規分布に近い分布であった。
５）尺度得点の技能水準との関係は，「内発的動機づけ」「自己統制力」及び「コーチ受容性」を
除く７尺度で有意であった。
６）作成されたテストＴＡＩ－Ｊの質問票，回答用紙，採点用紙，５段階評定による評価基準が示
された。
本研究の一部は，平成３年度日本オリンピック委員会スポーツ医・科学研究報告4）に報告された。
（平成５年10月４日受理）
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資料１ＴＡＩ－Ｊ質問票
＜始めに＞
この調査は、あなたのテニスに対する考え方や気持ちについて調べようとするものです。正答や誤
答というものはありません。できるだけ正確に答えて下さい。
＜やり方＞
次頁からの各々の質問文を読んで、あなたの行動や考え方にあてはまるか否かを、次のＡ～Ｄの４
つの中から選んで、回答用紙（別紙）の回答欄の記号を○で囲んで下さい。
Ａ：よくあてはまる
Ｂ：ややあてはまる
Ｃ：あまりあてはまらない
Ｄ：まったくあてはまらない
く注意＞
Ｌあまり考えすぎると決められなくなりますから、大体の感じで素早く書いて下さい。最初に思っ
た答が案外いちばんあたっているものです。
２．現在のあなた自身について正確に答えて下さい。自分がこうであったらとか、コーチが望んでい
ることなどを選ばないで下さい。
３．質問文の中の「コーチ」という言葉は、あなたを指導してくれる人のことを指しています。また、
両親のいない方は「両親」という言葉を、保護者とか家族と置き換えて下さい。
４．質問の番号と回答の番号がずれないように、５番毎にチェックして下さい。
５．全部やり終えたら、全部に答えたかどうか確かめて下さい。
く質問文＞
１．その日のコートの状態、太陽、風などを考慮してプレーする
２．どんなにきつい練習でも、自分が強くなるために必要と感じたらがんばりぬく
３．私の基礎技術にはこれといった欠点がない
４．試合の途中で負けそうになっても、最後まであきらめないで勝つために努力し続ける
５．決勝戦とか決定戦では、不安や緊張がたかまり、普段のようにプレーできなくなる
６．大切なポイントでミスジャヅジがあるとカーヅとしてしまい、その後、冷静にプレーできるよう
になるまでに時間がかかる
７．コーチに叱られても素直に受けとめることができる
８．自分の現在の力を知っているので、試合では自分のできる範囲で配球を組立て、ミスを少なくし
ながら攻めるようにする
９．テニスは単なる遊びにすぎないと思う
10．自分で満足のいかないプレーがあると納得できるまで練習する
将来、日本の、あるいは世界の一流プレーヤになりたいという夢をもっている
弱い相手よりも強い相手ほどやる気が出て、いいプレーができる
自分の調子が悪いときには、悪いなりに配球やポジションを工夫して勝とうとする
タイブレークのゲームでプレーするときの緊張感が好きだ
思い通りにプレーできなくなると気が転倒して、なにがなんだかわけが分からなくなる
●
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16．私は、たいていのテニス友達から好かれている
17．普通は取れそうもないと思われるポールに対しても、一生懸命走って追いつき、しかもこれを逆
転のエースをねらって打ち返すプレーが得意だ
18．テニスが好きで好きでたまらない
19．友達に遊びに誘われたり他にやりたいことがあっても、まずはテニスの練習を優先する
20．テニスに限らず、たいていの球技は得意だ
21.0-40,15-40からでも、そのゲームをばん回して取ることがある
22．自分で試合中に対戦相手の弱点を見つけることができる
23．風や太陽やコートの状態が悪いときは、それが気になってプレーに集中できない
24．私の両親は、私がいいプレーをしたときは、たとえその試合に負けてもそれなりに内容を評価し
てくれる
25．対戦相手の特徴に応じて配球やポジションを工夫することができる
26．テニスをときどきつまらないと思うことがある
27．人生は、努力することやベストをつくすことに価値があると思う
28．ボレーで打ち合っているときのとっさの反応が早い
29．試合では、たとえ自分より実力が上の選手と対戦するときでも、「絶対勝ちたい」という気持ち
に追い込む
30．遠征先の初めての試合会場でも、とくにﾈ111経質にならずにプレーできる
31.試合中に負けそうになると、終わってからまわりの人達になんて言い訳しようか、考えてしまう
32．コーチからアドバイスを受けるとやる気がでる
33．ラリー中に対戦相手の予測の逆をつくショットが打てる
34．いろいろなことを知りたくてテニスの本や雑誌をよく読む
35．私の長所を順調に伸ばすことができれば、それは将来、一流選手のレベルでも通用する武器にな
ると思う
どんな大会でも、できるだけ上位に進出したいという欲をもって挑戦する
デュースにもつれたゲームの勝率はよいほうだ
－度ダブルフォールトをすると、またやりそうで気になって仕方がなくなる
試合に負けた後は、なにかと言い訳をしてしまう
ダブルスのパートナーをはじめテニス友達に対しては、いつも思いやりをもって接している
。
●
■
０
■
（ユ（叩）［”””口。’（〉（叩）〈皿】〉）（ｎｍｕ）
’（ロベ印》’へクニ扣》（叩三、副）（叩く、〉一．幻如」．｛
41．試合中に対戦相手の心理状態の変化に気づくことができ、そのチャンスをものにしようとしてい
る
42．通常の練習時間以外にも自主的に練習する
43．普通の友達に比べて、私はテニスの上達がとても早いほうだ
製．試合中、たとえ気が転倒したり不安になっても、比較的早く立ち直ることができる
45．両親とテニスの話をよくする
46.ポイントスコアによって、サーブやサーブリターンの打つ方向を変えている
47．試合に負けた後はその試合を冷静に振り返り、自分の練習課題を見つけだすようにしている
瀦偲
まわりの人から私は、「テニスをしているときの目つきが鋭い」とよく言われる
試合の流れの中でここが重要というポイントやゲームを把握できる
たとえ試合前に緊張していても、試合が始まれば落ち着いてプレーできる
■
■
■
（〉（血）’（叩］亜》（叩叩）
’刎扣｝←’幻、一一戸’【幻）
51．コーチが’１mの人に代わってほしいと思うことがよくある
52．ここという大切なポイントでは、どうプレーするか、あらかじめ単純な作戦を立てるようにして
いる
53．その練習の目的なり自分の課題を意識して練習に取り組んでいる
54．高い打点で強打するストロークやオーバーヘッドスマッシュが得意だ
55．自分より実力がかなり上の選手との試合では、始めから、あるいは途中でスコアをリードされる
とやる気を失ってしまうことが多い
56．弱気になっている自分に気づいたら、積極的な気持ちにきりかえるようにしている
57．周囲が注｢】するような大試合になるほど闘志がわき、いいプレーができる
58．私は試合に負けた原因を、ミスジャッジ、コートコンディションの悪さ、対戦相手のマナーの悪
さ、運のなさ、などと受けとめることが多い
59．チームの規則は忠実に守っている
60．テニスを通じて自分の可能'性に挑戦することに価値を感じる
試合で活躍して、自分の名前を雑誌、新聞、テレビなどに出したい
誰もがもう負けるだろうと思っていたスコアから逆転勝ちすることがある
試合に負けた後はがっかりして、しばらくの間テニスから離れたくなる
負けた試合の最大の原因は、自分の実力がたりなかったからで練習に取り組むしかないと思う
テニスのこととなると私の記憶力はとても優れていて、自分のことながら感心するほどだ
０
６
■
。
白
『０－坐（四〃］、『〉口勾△《（』、〕
（ｈ）（［叩〉〈ｈ）〈片叩〉〈生、〉
練習のときよりも試合のほうがやる気が出て、いいプレーができる
私の両親は、私のテニスにほとんど関心を持っていない
なＩこかの都合でテニスができない日は、とても残念に思う
学業や仕事など、生活のあらゆる面での努力がテニスに通ずろと思う
器用さが要求されるハーフポレー、ドロップショット、ロブなどが得意だ
□
●
●
●
■
■
（“【叩》【》”β，（唖）（叩）〈叩〉辺）（ｍｍｗ）
’（口【皿〉（年【ｕ）〈”｜【ｕ》《炉（血）［〉〃ｎ口
71．疲労していても勝つための努力を続ける
72．試合の当日は、食事、会場への到着時刻、ウォームアヅプ、などの準備に万全を期すようにして
いる
73．プレッシャーのかかる場面では、とかく不安になり、ミスをしがちだ
74．自分より実力が下の相手には油断や同情をしがちで、取りこぼしをすることがよくある
75．テニスをしているのに、テニス以外のことを考えながらポールを打っていることがある
76．テニスで一生懸命努力している自分が好きだ
77．ビデオを使って一流選手のプレーを研究したり、自分のプレーを分析したりする
78．せり合って終盤を迎えたとき、「ここまでやれば誰にも文句を言われないだろう、もう負けても
いい」と思うことがある
Hi6I9
79．友達と遊んでいるときに、私は遊び方をいろいろ工夫しようとする
80．観衆が多いとドキドキして、手足が思うように動かなくなり、動作がぎこちなくなる
81．他のスポーツはともかくテニスなら、これからの努力次第で一流選手になれる素質が自分にはあ
ると思う’
82．コートでの練習以外にも、素振りをしたり、自分のプレーを頭の中に思い浮かべて（イメージを
通じて）練習する
83．日常の生活場面でなにか足りない物があるとき、代用できる物を見つけだすのが得意だ
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